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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

  ①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 
  ②最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
 
２．平成１９年３月期第３四半期業績の概況（平成１８年４月１日～平成１８年１２月３１日） 

（１）四半期業績の状況                                          （百万円未満切捨て） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 

純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

平成１９年３月期第３四半期 8,160 （8.3） 90 － 66 － 79 － 
平成１８年３月期第３四半期 7,531 （6.7） － － － － － － 

（参考）平成１８年３月期 10,277    176  151  775  

（注）１．平成１８年３月期第３四半期については、売上高以外の項目を開示していないため、その他の項

目を記載しておりません。 

２．パーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
３．前期及び当期の第３四半期に係る数値については、監査法人の監査を受けておりません。 

 

[四半期業績の状況に関する定性的情報等] 

第３四半期の売上は、包装資材事業におきましては、新規客先・新分野の開拓に努めるとともに、企
画提案型の営業活動を積極的に行いました結果、食品市場向け紙器・ラベルと化粧品市場向け樹脂パッ

ケージが順調に伸張いたしました。また、精密機器関連事業におきましては、精密塗工の既存取引先の

在庫調整等により受注が減少し、新規取引先の開拓に努めておりますが売上は低迷いたしました。その
結果、第３四半期全体の売上高は8,160百万円となりました。 

    収益面につきましては、上期に実施いたしました生産量拡大とコスト低減に向けた生産体制の再編成
および新たに導入した生産設備が本格稼働し、当初の計画を達成しつつありますが、諸材料の値上げや

生産設備導入による減価償却費等の経費増加を吸収するには至らず、営業利益は 90 百万円、経常利益
は66百万円、四半期純利益は 79百万円となりました。 

 
（２）当該四半期において財政状態及び経営状態に重要な影響を与えた事象 
 
該当事項はございません。 

 
３．平成１９年３月期の業績予想（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 
 
当期の業績予想につきましては、前回発表（平成１８年１１月２４日）の通期の業績予想に変更
はありません。 
 

以  上 


